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令和 2年度 経供養 解説

天王寺楽所雅亮会

☆ 「経供養 Jと は

江戸時代つ 1摂津名所図会J四人上十法延略記中に、1 1月 二日、来刻経堂経供養 ( 口各)

此日に震 け国より経論わたりし日なれば毎年経供養あり.秋野坊経巻を守護して伶人楽を

奏し経常太子堂のイ「

'こ

あるなり。太子堂西0)|■上にて舞楽ある。これを俗に像の下の舞とい

うJ とありま●.

経供養とは、H本で初めて仏教経典が四天 :寺 にもたらされたことを記念 して、毎年 情

3月 2日 に四人工寺の大 r堂の車「 (橡 たるき)の下で行われていた舞楽法会です。現在は

毎年 10月 22日 に行われています。

占来この行事は非公開であつて、舞楽も衆人の日にはふれなかったものでした。そこから

大阪の方言の「像の下の舞Jと tヽ うことばが始まったといわれていまJ.人 目につかず、大

了堂の「像 (た るき)の ドで舞われたが故の名称ですが、エンという発占ももつ「像J力 :

いつの間にか「縁:に 置換され、1緑 |)卜 |)力持ちJ=l・の下のような人日につかないとこ

ろでコツコツと支えてくれる人、という日用イリヘ転 じたと考えられてい
=す

.

本年は コロナウイルス感染 1方のため 参詣者をいれず執行ということになり、江戸時

代と司llの 非公FTIの 経供養となりましたが、さいわいツィッターでのライブ山d信がなされ

ます。四人上寺様が作 1丈 された 1経供養次第 |と 「経供養舞楽日録Jと ともに、当会からも

次第と山目解 Jt、 配役表を記llし た「令和 2年度l■供養解説」を配信致 しますので、ライブ

山」信での視聴の際の参考になきってください.

☆経供養次第

以下に本国の経供養次第を記載します。雅楽 舞楽曲は赤字で,tし ます。ウイルス感染予

防のために多くの点が,1年 から変更されています.変更点については ド線でお示ししてい

ます。

先 道イ「 本来は本坊から|1立するが、本年は楽人は楽席着‖
`の

うえ、猫之門から発楽して

道行を短 lllし て行う。



次 人道場 衆僧は舞台上に列立.三 llhl(さ んごう)と 経積が通過。経常正面に経櫃を安置。

次 伽陀 舞台上の衆僧により最初の声明「総礼■lt(そ うらいかだ)J力
'唱

えられる。

次 集会乱声 衆僧が木座に着き、楽席より法要の開始を告げる集会舌L声が発せられる。

次 鳳量出御 振鉾第一節の新楽fL声が発せられる中、二綱によって、太子像を載せた鳳肇

が安置されている奥殿が開扉される。

次 舞楽 振鉾 振鉾三節が舞われ、舞台が浄められる。

次 両舎利登高F■ 付楽「廻盃楽 (か いばいらく)Jが奏されるなか、法要導師の一舎利 と

副導師の二舎利が高座に登る。廻盃楽 (か いばいらく)は明治以降廃絶した「遠楽 |で、現

在では四天王寺でしか間くことができない。

次 風誦文 ―舎利が法要の趣旨を述べる「風誦文Jを黙読 引き続き法華経全巻を微音で

読誦。

次 願文  ■合利が法要における祈願を述べる「願文Jを黙読  弓き続き法華経全巻を

微音で読誦.

次 舞楽 蘭陵I
次 唄匿 付楽「仙遊霞J力 奏ゞされるなか、唄師が入場。声明 :唄Lを 唱える。

次 散華 唄匿に重なるようにして、衆僧が舞台上に登場。上楽.唄師の発音後、散華師が

声明 :散華を重なるように発音。引き続き衆僧も散華師に同音する。

次 大行道 本来は、楽人が先導 して衆儒が舞台|]り を練 り歩 く大 ll'■ が行われるが、本年

は[I L。

次 舞楽 登天楽

次 讃 唱えず

次 梵青 登天楽の後、付楽「延喜楽Jが泰されるなか、衆僧が再び舞台上へ登場。声明 :

梵音を発音。

次 錫杖 梵音に続き、衆僧は声明 :錫杖を唱える。

次 両舎利降高座 付楽「長慶子J力 奏ゞされるなか、両舎利は高座から降りて本座へ戻る。

次 人調 本来は参詣者の法楽のために舞楽が一山奏されるが本年は中止。

次 鳳撃人御 三綱先導のもと、太子殿が閉扉され、経櫃をたずきえて還列の準備を待つ。

次 還列 本来は楽人が先導して、本坊へ還列するが、本年は楽人着座のまま発楽。衆僧の

列が猫之門から退出するまでの送 り楽となる。 衆僧は楽にのって太子殿から退出。

☆当 日の舞楽曲 目解説

舞楽 振鉾

舞人 :左方 園淵和夫  右方 寄気恵秀

主管 :左方龍笛 中原詳人  右方高麗笛 山本恵子

古代中国、周の武王が商郊の牧野に天神地祗を祀つた故事に因んで作られた舞と伝えら



れています.古来、法会や神事にお |す る舞楽演泰の冒頭において、演舞の場のコi気 を11、 い清

める意味をもつて必ずこの舞が奏さねるならわしとなっています。

舞は ittjか ら構成され、第一節日は仕笛と人,k奸鼓による新楽苦tl i(し たがくらんじ k

う,が奏され、左方襲装東 (か きたしょうぞく)を 着けた上方の舞人が鉾を奉持 して登台し

これを左右上 卜にうち振 |,て 舞い
=す

.

続いて第二節目は1可麗宙 (こ まぶえ)と 大鼓、鉦鼓による高麗舌し声 (こ まらんじょう)が

奏される中、有方襲装束の舞人が今台、同様に鉾を振 ります.

最後の第二f・ l日 1漸楽、高産両所L声が奏き′tる 中、左右の舞人が村iっ て舞います。これを

特に |`ヽ 1牟 (あ わせ |ゴ こ)Jと いいます.価 と鼓力[の みの伴奏や、大変儀式的要素つ濃い舞

振 りなどから 舞楽曲の中では特異な舞であるといえます.

舞楽 蘭陵工

舞人 i小野真龍

卜省 :青E宙 詢川紅美  菫策 :高木 r慧  鳳■ :塩旺■志

あまりに
'ゝ

眉 秀麗であったがため、戦にのぞんで敵を具1布 させることができず、つ・・に

金色の恐ろしい|レ十日の仮而を着けて単t場 に赴いたという占代中国北齊●T、 蘭陵三長恭の

伝 htに 基づいてつ くられたのがこの舞であるといわれてい
=す

.ま た この由が天平年間に

現在の北ヴェトナムあた りに存在 した林邑(り た0う ,国 の信■、哲によってわが国に伝えら

れたtlこ楽中の 曲でもあるとする●場からは ど世紀頃東南アジアに盛行 t´ ていたイン

ド神話に基づく 1竜王の喜びJと いう仏教確 」の主役である竜■の姿がこの舞の起源である

こもいわれています。

まず 舞に先立って世価の上信と大藪 釦:鼓の奏者によって「小苦し,i(こ らんじょう)力 =

奏されます。これは舞つ高年奏離ともいうべきものです.次に朝鼓、人設、鉦曇の奏者による

単純なL・111の リスヱ、を反復する |た序 (ら んじ■)Jに 入りますと、モ縁 りの価梢装束(り ょ

うとうしょうぞく)に 金色
"仮

面を首け 手に今色の,を |キ った舞人が登場 し、×「出手 (す

りて)Jを舞つて舞台中央に立ちます.

続いて、軽快で民謡的な旋律の 1`山 に入りますと、舞人は舞台を縦仕に動きながら あた

かも軍勢を指揮するかのような勇1■ な舞ぶ りを繰 り広げ■す。

最後は 1安摩五し声(あ まらんじょう
'」

が奏される中
「
人手 (い るて)Jを舞い堂々と,こ出

して行きます.

X 句tl'に は「でるて_七 抗■■■すが 人■寺楽所では「す 0て Jと ,ヽ わ″tま す

舞楽 登天楽 (と うてんらく)

舞 人 :神円典罰1 多11i見 直篤 丸川司文 今野Z¬昭

主甘 :高麗笛  ||「本恵イ  筆築 占本・TLli

この舞つ出来 についてはtかではあ りませんが、一‖[に は大 を日精 して昇 つて行 く声Lの



姿を象つた舞であるといわれています.朝鮮半島伝来の舞楽の様式である有″高度楽 (こ ま

がく)十二属 していますが、この様式を借 つてわが国で倉1作 された舞であるともいわれていま

す.

先デ竿築、高麗笛の主奏者による序吹 (じ ●
==)に

次いで拍節的な楽由に入りますと、

巻楼冠 (け んえいのかしり)に ■し地の抱 (ほ う)を着けたまl_(ばんえ)装束011人 の舞

人が舞台上に現れ、1●次 1手 を舞って所定0舞座につきます.舞が始まりますと 千首を回

転させる |ギ ロリ|や 、1完 を回転させる「フリガイサJと ■:す る舞の所作が何度も繰 り返さ

れ、 この舞●動きを特催kづ けます。優IFな +'に も軽快 きをよしさせる舞といえます.

天王寺楽所雅亮会

令和 2年度 経供養参イ者

楽行事  {左 方)藤原憲   (有 方)蓮沼善行

舞人

振lt (′〕:,国淵和夫   (右 )寄氣恵秀

蘭l・ 三  小野真龍

登人楽  多治見員篤 メJ司 文 神日りt証 今野 17昭

信'フア

鴨破 ニノ鼓  寺西覚水  人‐j 康水法光  鉦鼓 和円敦子

青ヒ笛 高麗笛  中原詳人 勘 紅美 奥田英織 山本恵子

筆集      前川隆哲 高木 rt 多田真円 吉本 l・ i
鳳笙      tt絹 代  塩田l■ 志 こ 巨紀イ  情行i二

装束方  吉光信‖召 北中廣興 員藤真


